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▲�穂に付いている白い小さな
粒のようなものはおしべ。

◀�花粉が柱頭に付く（受粉する）と実（コメ）
ができる。

米どころの“お花見”
　県内で多く見られる稲「あきたこまち」は、7月末
から緑色の穂が出始めます。その「穂」こそが稲の
花の集合体。穂が出てきたら開花の合図です。
　稲のおしべ、めしべは、もみ殻となる外

がい
頴
えい
・内
ない
頴
えい
と

呼ばれる殻に包まれています。出
しゅっ
穂
すい
後、殻が開き始め、

（開花）、おしべから落ちた花粉がめしべに付いて自家
受粉します。殻は開花後、数時間

で閉じてしまいます。花が見られる
のは7月末から8月上旬の天気が良い日の午前中。虫眼鏡を
使って観察すると花の構造がはっきり分かります。
　稲の花が見られるのは、ほんのわずかな期間です。米どころ
ならではの“お花見”を楽しんではいかがでしょうか。

おしべ

めしべ

花糸（かし）

［ 稲の花の構造 ］ 葯（やく）

子房（しぼう）

内頴外頴

柱頭（ちゅうとう）

故郷の山に輝きを
「山の衰えは即

すなわ

ち国の衰えなり」という名言を、
かつての秋田藩の家老渋

しぶ

江
え

内
ない

膳
ぜん

政
まさ

光
みつ

が残してい
ます。
今様に解釈すれば、山の森林は再生可能な

貴重な資源であり、山の森林の荒廃は国の荒廃に
つながる、という意味に捉えられます。
確かに、秋田杉に代表される本県の森林資源は、

かつては林業、木材産業の繁栄により本県経済の
柱ともなり、また、森林の保水機能による豊富な
水資源は、良好な米作環境を保持してきました。
加えて、保水機能を持つ森林は、大雨の時には

山からの土砂流出を防ぐという防災機能も果たし
ています。

しかし、1960年代頃から海外からの安価な
木材輸入が増え、本県の林業、木材産業は苦境の
時代に入り、再造林も滞り、山の荒廃も進んで
きました。
そのような中で、近年世界的な環境保全の高まり
や国際情勢の緊迫化などにより木材輸入が困難
になり、また地球温暖化阻止のための二酸化
炭素吸収機能を持つ森林の役割に光が当たる
ようになりました。
まさに森林県秋田は、再造林の活発化により
故郷の山に輝きを取り戻すことのできる時代に
入ったのです。


